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安

田
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号

綜

チ

デ

L
コ

綴

総

裁

H
ピ

中

川

叫

時

世

rア

本
位
を
突
破

七
年
ぷ
ち
の
水
防
作
業

最
高
水
位
七
米
五
七
〈
青
山
〉

然
倒
開
設
雲
っ
て
以
来
と
磁
が
む
た
憾
な
い
し
滋
滋
な
の
で
六
糸
約
十
の
縦
二
小
学
校
総
書

士
一
十
ご
号
台
滋
は
緑
樹
出
鵬
酬
も
ぷ
く
約
制
問
一
減
水
依
表
明
、
干
ら
ず
燃
に
mm綱
相
午
前
七
…
お
い
て
綴
織
い
た

一
川
川
は
際
紛
氷
絞
殺
掬
制
緩
す
一
ゐ
気
込
た
の
一
同
町
に
企
っ
て
氷
山
閉
が
解
除
容
れ
た
。
一
し
ま
ず
か
ら
多
級

一
三
ぎ
十
七
回
H

祭
零
時
間
・
か
ら
氷
山
師
一
コ
・
泌
総
警
主
義
芝
府
蕊
御
霊
友
号

制

型

選

し

2
5
3
k…
誌
の
ぎ
も
さ
を
水
百
三
ぎ
は
綴
?
?
談

一
午
前
十
持
二
十
七
分
総
終
泳
品
川
激
減
凶
比
一
十
七
各
の
方
方
に
泌
総
務
似
に
仰
向
っ
て
ん
燃
の
盛
安
全
も
あ

古
途
端
滋
は
援
護
室
。
一
乙
の
雲
宮
議
選
議
十
ど
ま
す
一
わ
空
間
際
喜

一
定
雲
仙
川
総
裁
に
一
義
、
露
地
一

i
I
l
l
i
-
-

…
わ
れ
手
。

蜘間一泊先
γ

六
ケ
所
、
危
険
茶
室
章
一
十
月
十
九
日
に
…
護
霊
堂
予

一
括
討
叫
民
一
一
延
期
ハ
敬
老
会
〉
一
誌
は

土
砂
州
問
機
の
援
潟
水
位
七
米
一
九
を
一
九
段
不
八
8
L
?
…
註
さ
れ
て
い
た
一
M
M
し
て
い
た
だ
く

町
一
(
践
し
て
七
米
二
十
玄
、
午
後
八
機
M
L
…
吋
惜
別
級
会
」
は
治
問
同
二
士
一
停
の
渋
綿
…
榊
刑
務
な
凶
怖
を
は
噂

…
。
り
て
の
後
…
に
よ
免
控
捌
い
た
し
て
お
れ
設
し
た
が
一
間
別
世
議
め
て
お
hu

時
間
に
一
一
一
一
凝
る
十
白
け
十
九
波
丸
燃
は
ひ
ハ
甘
か
抽
出
掛
一
ま
す
。
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入

場

綴

蓄

昭

島

一

霊

長

で

は

い

あ

い

義

務

U

入
国
崎
哲
竿
月
主
演
に
泌
総
し
ま
で
お
島
ま
す
a
皆
機
中
毒
綴
回
努
も
お

す
e
人
幾
替
の
窟
か
な
い
方
は
各
締
滋
鋭
い
わ
た
し
ま
す
e

喜
零
ん
童
謡
震
え
に
お
尋
十
均
一
一
十
闘
が
き
十
二
日
ま
で
の

ね

下

さ

い

。

簡

充

同

組

識

人

名

側

内

jmw
綴
絞
燃
制
問
中
に
碁

華
人
名
空
襲
誌
で
い
な
い
童
単
人
名
簿
も
級
事
寝
室
す
か
ら

ガ
は
役
娯
山
尚
一
来
ま
せ
ん
が
、
議
犠
緩
め
蜘
協
議
粛
な
ζ
後
出
掛
交
は
一
民
所
へ
お
隣
で

下
浅
い
a

E孫子日33緑10月発行報際7子諜我綴34号

補
克
選
挙
人
名
簿

産
主
総
数
務
管
制
照
覧
し
た
性
審
議
会
ω
一
年
五
十
苦
ま
だ
に
生

録
実
際
に
滋
謀
、
争
終
二
十
八
百
に
行
れ
た
も
の

わ
れ
る
選
挙
的
被
策
特
滅
へ
絞
殺
怒
れ
心
役
所
要
件

る
方
へ
践
に
滋
扱
い
た
し
ま
す
が
為
開
附
籾
古
一
十
一
一
一
年
七
月
十
間
関
以
被
か

綴
し
げ
弘
之
ぷ
。
れ
防
総
務
寸
断
関
に
夜
往
す
る
も
の

。

照

務

綴

綴

は

ひ

験

戦

服

斡

鮎

川

十
円
月
十
日
品
悶
和
略
取
ナ
匂
泊
料
ま
で
投
銭
授
は
織
物
、
和
総
絞
殺

。
様
繁
簸
隠
は
ひ
部
四
時
が
な
け
れ
ば
淡
犠
裁
が
あ
っ
て

十
間
二
十
日
か
ら
一
一
会
一
閉
ま
で
も
名
簿
録
制
自
制
さ
れ
ま
せ
ん

。
符
品
川
総
件

理委買会平町選我

我

孫

子

附

設

場
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議
職
員
募
集
公
告

定
問
問
の
ど
お
り
特
例
ト
孫
子
跨
輪
組
員
の
系
物
概
念
行
い
ま

ず
か
ら
お
知
わ
せ
い
た
し
複
す

品
四
務
総
λ
悶悶

一
金
打
数
験
線
努
ナ
八
名

経

緯

婿

女

子

二

税

率
九
得
復
哨
長
男
子
一
務

次

イ

ば

ス

ト

女

子

一

銭

母
国
間
仲
間

。
誠
二
重
両
校
都
議
菜
採
一
線
隊
法
警
は
と
れ
と
事
以
上
の

学
刀
を
脅
す
る
と
品
誠
一
め
ら
れ
る
務

。
年
帝
大
統
十
一
烈
符
ゴ
悶
一
一
日
以
降
出
会
m
m
務

保
健
続
開
和
五
年
刊
純
一
段
以
路
山
山
会
的
者

hm-イ
M
L
ス
ト

mm報
九
年
一
門
月
一
段
以
級
協
会
市
財
務

。
級
制
問
…
樹
影
魁
眠
毅
以
外
の
駿
は
波
級
交
は
総
務
絞
総
酷
離
を
努
す
る
者

。
住
郊
叫
ん
慨
織
政
紙
偽
は
本
肘
間
在
住
者
に
限
る

世
公
務
家
事

小

1
)
凝
縮
樹
脂
議
笈
び
躍
世
明
治
時
間
者

口

Y
4
絞
な
以
・
ょ
の
務
L
捕
時
金
ら
れ
そ
の
割
引
…
汀
役
閥
的
ゐ
法
活
必
は
そ
の
綴
授

を
夜
H
H
b
c
y
v
M
山
本
、
な
る
法
引
い
白
者

九

3)
他
の
帯
業
競
に
お
し
怜
て
尚
削
減
免
絞
め
絡
会
設
譜
仔
当
議
機
H
貯
の
誌
か

ゑ
叫
相
殺
縫
獲
し
な
い
者

(
A
言
葉
鋭
敏
殿
山
口
め
設
さ
お
い
て
、
日
本
隊
川
護
況
は
そ
の
下

に
成
立
し
蕊
羨
緊
縮
棋
を
量
ず
る
ζ
と
を
主
描
出
す
る
政
党
そ
の
般
の

喜

怒

終

管

交

は

事

会

安

上

級

品
軍
縮
込

申

込

謀

議

義

務

総

広

島

裏

書

室

色

、

議

選

警

這

及
ひ
別
に
制
摂
す
る
綾
瀬
被
線
付
し
て
総
務
務
ヘ
掲
飽
し
、
絞
殺
絞
殺
緩

徽
し
日
し
下
ざ
い
.

山
叩
込
問
料
納
紋
数
務
朝
刊
で
夜
付
し
ま
す
。

岳
山
回
数

申
込
続
初
品
世
戎
検
針
日
削
除
、
議
緩
い
合
い
て
は
お
然
必
せ
し
ま
す

〈
十
交
付
十
ほ
巌
め
ヰ
笈
〕

第
一
次
総
隊

(1)
普
通
学
総
議
府
知

〈IP
総
支
交
は
作
女

〈3
、
肌
別
行
政
問
知
識

(4」
隊
側
騨

。
第
二
次
試
験

樹
畿
放
び
島
保
検
泰

愚
筏
村
線
開

十
卒
者
君
主
喜
一
一
)
土
溺
察
、
口
惜
し
議
時
燃
料
U
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事

安
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品
物
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滅
均
一
せ
な
い
と
よ
号
室
営
委
譲

内
山
一
授
の
終
州
警
高
か
ら
援
護
ぬ
と
な
一
の
総
務
払
よ
り
r

惑
な
も
の
設
問
料
室

勉
誠
一
位
ま
し
た
が
、
手
ヲ
な
る
と
守
ま
で
の
一
れ
る
銑
れ
も
で
て
事
ま
す
do

-
-
ゎ
殺
は
「
リ
ッ
ト
ル
数
ん
に
倹
誠
一
室
単
位
安
i
ト
義
綴
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美

一
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一
芳
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八
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ト
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っ
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銭

安)ミ
U
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と
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一
法
揺
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に
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ざ
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と
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卦
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易
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的

一
宮
ま
す
九
ま
た
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宅
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に
よ
一
苦
言
、
モ

Eて
妥
乞
童
話
一
室
樹
立
一
び
沈
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を
十
笠
臼
か
ら

一
っ
て
雨
夜
討
ち
て
あ
孟
霊
訟
の
場
合
一
を
も
を
す
き
主
ふ
滋
わ
わ
た
せ
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問
問
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来
年
の
九

5
日
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室
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友
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が
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ず
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ま
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れ
ば
な
釘
な
い
は
ず
で
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e
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と
な
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わ
け
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務
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す
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妓
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中
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組
の
州
詩
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隠
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日
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尚
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か
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終
附
叩
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升
ま
す
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仇
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中
山
給
油
離
縁
台
絹
慣
の
火
総
務
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阿
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績
は
約
阿
の
漁

?
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ト
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吋
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ト
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案

書
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銭
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露

地

議

事

衰

一
夫
い
腐
の
期
日
制
酬
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打
切
る
乙
と
む
お
つ
の
械
部
ヱ

rrg緩
払
綴
後
の
砕
い
よ
区
L

ピ
一
袋
議
総
悶
司
十
七
額
八
脚
気
合

一
く
う
さ
か
ら
と
ま
ど
い
さ
れ
勝
ち
で
す
一
ヲ
チ
を
上
汐
て
お
む
ま
す
包
一
合
せ
て
手
ム
一
死
緑
町
特
設
の
太
ハ

ヲ
一
が
、
客
人
も
好
奇
明
日
」
る
も
と
に
か
一
霊
童
、
盗
塁
率
も
智
内
部
一
閣
を
加
宅
一
一
一
十
八
一
戸
の
一
議
警

Z
〈
や
ら
な
け
れ
ば
な
D
ま

せ

ん

。

伺

と

の

滋

作

、

建
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の

工

事
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式
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て
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工

一

ロ

一

一

一

な

白

ま

ず

、

山

林

を

切

り

縫

い

た

役

宅

↑
か
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
あ
な
た
議
せ
め
療
拐
七
醐
期
間
輔
の
進
行
笠
郡
し
て
お
D
ま

一

-

4

一
摘
で
す
か
ら
、
排
水
車
す
も
よ
〈
先
づ
は

一
気
分
が
一
按
熊
楠
町
℃
す
e
い
う
ま
ぜ
も
…
す
a

y
F
一
な
く
側
裕
と
凡
瑚
闘
は

'pu
・
お
も
て
で
…
議
凝
は
出
帆
州
知
子
申
学
校
誕
で
路
年
の

4
i
削
機
燃
料
併
が
メ
ー
ト
ル
絞
殺
緩
い
乙
な
い
綴
砦
に
綴
殺
し
て
お
り
ま
す
。

e

，、s'
議
併の辺思

区

隊
を
憾
よ
く
沼
誌

兜

る

と

p

u

r

判
明
書

脚
馴
ス
レ
ヅ
の
予
防

1
i

長

官

綴

手

禁

制
仰
の
見
掛

j

、
の
時
間
爾
益
法
悲
喜
護
し
絞
時
々
の
十
…
判
的
問
露
公
明
制
緩

向
山
溺
開
閉
に
附
刑
務
す
る
一
余
M
L
鈴
わ
れ
た
、
却
す
一
校
裕
総
務
の
…
郎

口
、
農
協
洛
絞
殺
事
担
毒
撃
に
「
と
そ
の
間
同
遊
撃
の
議
長
援
に
つ

主ム丞墓笠霊L

絡
み
よ
い
然
潟
と
な
り
手
い
よ
う
e

あ
な
た
の
家
は

ね
ら
・
わ
れ
て
い
る

戸

締

り

に

機
潔
か
ら
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刑
判
泌
が
出
消
滅
的
だ
め
か

市
此
撚
紋
日
い
、
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絡
め
仇
開
制
怖
が
多
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よ
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す
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母
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の
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総
J
z
h

つ
い
て

総
べ
て
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ま
し
ょ
う
a
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ル
ゼ
ン
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綴
ガ
ル
ペ
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機
絞
殺
総
務

。
闘
隊
一
勝
機
終
議
出
噛

。
緩
鎖
者
で
世
務
は
一
爽
脳
蜘
と
努
診
の
み
で
機
成
お
れ
、
樹
税
…
十
説
寸
以

下
回
子
供
玄
人
ま
官

。
移
住
昌
へ
の
永
住
鼠
約
者

♀
溺
は
亙
嵩
豆
一
十
限
歩
会
議

。
渡
従
長
は
鍔
虫
色
悟
れ
ま
す
m
m年
議
録
、
八
起
均
等
平
静
岡
償
還
年
剰
五

口
町
五
勝

。
的
行
託
金
五
一
円
相
4
1
0
0
Q円
以
ふ

Q
擦
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、
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問
押
な
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立
た
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一
湾
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市
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と
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き
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っ
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陵
町
駁
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を
由
更
か
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い
た
し
昔
寸
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と

義

務
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八
才
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双
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膏
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